
中央病院 支持・緩和医療研究開発支援室では、
支持療法・緩和ケアに関する共同研究を検討されている

企業や研究者の皆様からの共同研究の
ご相談をお受けしています

NCCの
臨床力・エビデンス

日本のがん研究と治療の
中核的な役割を担う機関として
基礎研究、臨床研究、予防、

治療法の開発をおこなう

企業の技術力・開発力

製薬企業様・医療機器
メーカー様・デジタルヘルス
企業様 それぞれの強みを生
かしニーズに沿った研究を

展開する

PPI *の視点

患者様・患者様ご家族の
実際のニーズを中心に据えて
より実践的・効果的でひとり
ひとりに寄り添った共同開発

が可能に
* PPI：Patient and Public Involvement

（患者市民参画）

支持療法・緩和ケアの未来を共創し、患者中心の医療・社会の実現へ歩みをすすめる

がん治療の選択肢が広がる中、支持療法・緩和医療の重要性はますます高まっています。

国立がん研究センター 支持・緩和医療研究開発支援室は、症状の緩和やQOL（生活の

質）向上を目指し治療に伴う副作用や苦痛の軽減に取り組んでおり、さらなる発展には産学

連携が不可欠です。

企業様が有する医療技術や新しい治療法、デバイス、製品などのリソースと、当センターの

臨床経験・データ解析力を結集し、より効果的な支持療法や緩和ケアの開発を目指してお

ります。

企業様との共同研究による多方面からの革新的なアプローチを通じて、共に新たな支持療

法・緩和医療の地平を切り開くことができると確信しています。

中央病院 支持・緩和医療研究開発支援室
企業や研究者の皆様からの共同研究の相談をお受けしています。

支持療法・緩和ケアに関する共同研究を検討されている企業の皆様は、ぜひ
お気軽にご相談ください。

私たちが支援する共同研究は、国立がん研究センターが重視するPPIの視点
を取り入れて設計され、研究の成果がより社会的に受け入れられるものとなるこ
とが強みです。

ご相談フォームはこちら



こういった分野で研究支援を展開します
支持療法

化学療法誘発性悪心嘔吐
好中球減少
妊孕性温存
粘膜炎
皮膚障害
化学療法誘発性神経障害
Chemobrain
皮膚障害
免疫関連有害事象
がん治療中の併存疾患管理

他

悪液質
痛み（がん性、がん治療関連、他）
食欲不振・悪心・嘔吐・便秘
せん妄・不安・抑うつ・睡眠障害
コミュニケーション
認知機能
末梢神経障害
リンパ浮腫
顎骨壊死
代替補完療法（漢方、鍼灸など）
QOL
アドバンスケアプランニング
地域連携
患者家族支援
スピリチュアルペイン

緩和医療

呼吸困難
咳嗽
胸水
悪性消化管閉塞
腹水
自壊・出血
排泄
終末期鎮静
死前喘鳴
End of life
予後予測

他

世代別（小児、AYA世代、高齢者）、生物学的多様性、併存疾患、社会的背景

医薬品 デジタルトランス
フォーメーション

医療機器 アプリケーション 非薬物療法 医療材料 代替補完療法
医薬部外品

現在、当室員が関与している進行中の主な研究

研究フェーズ担当氏名研究名患名

検証上野尚雄
半夏瀉心湯による放射性口腔粘膜炎の改善効果を検証する二重
盲検ランダム化比較試験 および漢方薬の適切な使用に資するバ
イオマーカー（証）を明らかにするための血液メタボローム解析

放射性口腔粘膜炎

その他石木寛人
AYA世代がん患者の心理的苦痛およびアンメットニーズに対する
遠隔スクリーニングツールの開発に関する単施設観察研究

AYA患者

その他栁井優子
AYA世代がん患者のスクリーニングにおける心理社会的ニーズと
その発現時期の探索に関する単施設前向き観察研究

AYA患者

探索貞廣良一
がん患者における術後せん妄予防のプレシジョンメディシンの開
発（ラメルテオン有効性のバイオマーカー探索）

せん妄予防

その他飯田郁実
高齢がん患者に認知活動を促すせん妄予防看護ケアプログラ
ム実施のための看護師への介入：単群実施可能性試験

せん妄予防

その他大橋健
抗がん剤性心不全の早期診断バイオマーカーの同定に関する観
察研究

心毒性

探索
松岡弘道
里見絵理子

難治性がん疼痛に対するオピオイド増量とメサドン上乗せ法を比
較するランダム化比較試験

難治性疼痛

探索里見絵理子
化学療法誘発性末梢神経障害を有する切除不能進行・再発消化
器癌患者に対するミロガバリンの有効性および安全性を検討する
第II相試験(SmiliNg試験)

化学療法誘発末梢
神経障害性疼痛

レジストリ松岡弘道抗うつ薬の国際共同Phase4不安・抑うつ

レジストリ里見絵理子
難治性がん疼痛に対するメサドンのレジストリ研究（PhaseR-
Methadone）

難治性疼痛

探索石木寛人
乳がん切除後疼痛症候群を有する乳がんサバイバーに対する鍼
灸治療の有効性及び安全性の検討

乳房切除後症候群
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支持・緩和研究開発支援室員の研究業績

支持療法×緩和医療

新規支持療法・緩和医療の研究開発

バイオマーカー等を利用した
個別化医療の研究開発

治療中・治療後の生活支援・
再発予防プログラムの開発

患者・市民参画による臨床研究開発

多職種・多領域連携を基盤とした
研究開発

企業や大学等との連携による
研究開発

がん治療に伴う副作用や症状緩和を目的
とした支持療法や補完医療の研究開発を

支援します

患者・市民の視点を取り入れ、臨床研究の
企画から実施、社会実装までを一貫して

支援します

治療効果や反応性に基づく個別化医療
の研究開発・検証を支援します

AYA世代や小児などの特定の患者層を
対象とした継続的な支援やケアの充実の

ための研究を支援します

産学医連携によるSaMDなどの
先進的な医療技術開発の推進を

支援します
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～支持・緩和医療の研究開発を支える連携拠点～

多様な専門性を結集し、臨床・社会実装
を見据えた研究の推進を支援します



国立がん研究センター（NCC）
1962年にわが国のがん医療・研究の拠点となる国立の機関として創設され
ました。
現在は、東京都と千葉県を拠点に中央病院、東病院、研究所、先端医療開
発センター、がん対策研究所、がんゲノム情報管理センターが一体となり基
礎と臨床が連携し、わが国における研究開発の中心的な役割を担っていま
す。また、国内のみならず世界の研究医療機関等との協働にも精力的に取
り組んでいます。
NCCは「社会と協働し、全ての国民に最適ながん医療・がん予防を届ける」
という理念のもと、全てのがん患者さんとそのご家族が、常に希望を持ち続
けることのできる医療提供体制とそのための研究基盤の整備に取り組んで
います。
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